
　昭和 59 年、上長延 9号墳（6世紀後半）から被葬者
の装飾品である丸玉（径 8mm×厚さ 4mm）が出土し
ました。この丸玉は現在、天河石（アマゾナイト）製の
可能性があるということで、九州歴史資料館で分析され
ています。
　天河石は翡翠と似た色調をもつ玉類で、朝鮮半島の青
銅器時代から初期鉄器時代（紀元前 700 ～ 100 年）に

しか見られません。日本では弥生時代の遺跡から数点、
古墳から 8点しか出土していない希少品です。しかし
当時は、渡来系遺物としての希少品の認
識はなかったと考えられています。
　蛍光 X線分析などで石材が判明すれば、
古代交易研究の重要な資料となることが
期待されます。

ふ る さ と
再発見
広川町郷土史研究会

民
間
あ
っ
せ
ん
業
者
の
手
に

移
っ
た
ハ
ワ
イ
移
民

　

悪
徳
な
業
者
か
ら
移
民
を
保
護

す
る
た
め
、
明
治
27
年
4
月
13

日
、
移
民
の
送
り
出
し
を
制
限
す

る
「
移
民
保
護
規
則
」
が
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
の

政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
官

約
移
民
は
、
民
間
の
あ
っ
せ
ん
業

者
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

明
治
30
年
、
日
本
人
移
民
の
上

陸
が
拒
否
さ
れ
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史
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。
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史
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海外移民の奨励【その 2】
～残っていた下廣川村の移民関係書類～

広川町古墳資料館だより

下廣川村役場「海外渡航関係留」
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　各区のサロンで、スポーツ吹
矢体験教室を行っています。7
月には増永、太原、智徳区のサ
ロンで実施しました。
　参加者は基本動作や健康効果

について学んだ後、吹矢を実際
に体験。的に矢が当たるたびに
大きな歓声が上がりました。
　増永区サロンは吹矢初体験。
「初めてだからどきどきする」

という声が聞かれながらも、皆
さん基本動作を大切にしながら
見事に的を射て、笑顔を浮かべ
ていました。

総 合 ク ラ ブ ひ ろ か わ

－　笑顔と歓声のスポーツ吹矢体験教室　－

智徳区サロン太原区サロン増永区サロン
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